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全血比重と栄養因子などの関係および体重増減率

による全血比重正常値の検討

はじめに

血液水分量の測定は栄養状態を判定する鋭敏な

・指標であり．これについては黒田 の広汎な研究

｀があり．また血液比重と血液水4［との問に近以
的に直線関係がある点から．乎見らは血液比重を

もつて栄養状態の判定指標とし いる。

近年献血運動が強力に推進されている背景に血

液比重不足による献血不適者がかなりの率を占め

ており．これら血液比重の動向を支配する栄養摂

取量と全血比重の相関関係を明らかにするととも

に． 血液比重の関連因子である血液性状との関

係および献血車による献血荼準等の．全血比重

正常範囲に対して．体重増減率．血圧状況等健康

指標との検討を行ったので：報告する。

研究方法

全血比重と血液性状および栄養摂取皇と1J_)関連

調査は秋田県南秋田郡井川村農民 65名を茫象に

昭和42年 1弓と秋田県湯沢市高松の農民50名包寸

象に昭和43年 5月実施い全血比重は硫酸銅法

へモグロピンはジアンメトヘモグロビン法．赤血

球数はベルケルチエルク計算盤により．血清総蛋

白は日立屈折計．ヘマトクリットは全血比重と血

清比重の計算によつたo

栄養摂取盪および食品群別摂取量は個人摂取量

．の正確を期すため個人別に 1日間喫食した食事と

同量をポリ袋に収納させ．計量のうえ調理変化係

数により原食品に換算し日本標準食品分析表てよ

り言十算した。なお調査日の食事については事前に

3回打合せを行ない普通の食事内容とするよう特

食品栄養科菊地亮也

に指導を行なつた。

体重増減率および血圧状況と全血比重の関連調

査は秋田県西目村の晨村婦人 900名を対象に昭

和48年 7月～10月に調査を実施したものであ

り．体重増減率は箕輪氏の体重増減率算出表を用

い．血圧測定値の券伝は WH0の基準に従つた。

結果および考察

正常血液比重者と低血液比重者の栄養摂取量

全血比重の動向を支配する要因の最も重要なも

のに栄養摂取との関係があるが．秋田県井川村の

婦人40名の調査結果からみると．全皿頃1.052

以（以万団院fという）と1.052未満の者（以百覇堵

拉認）両群の栄疾摂取量を比較してみると，熱量

では正常者群 l967Cal．異常者群 19 1 8 

Cal,蛋白質は正常者群 72. 1'i．異常者群

67.2'i,脂肪では 25.6'iに 25.1 ~,炭水化

物は36 4 9と347'1,力）レヽ ンウム（以下Ca)

4 5 1叩と 348叩．鉄（以下Fe)ll.8叩と

1 0.7叩．ビクミン（以下V)Aでは1099IU

と96 8 I U, V B1・ 0. 7 1．叩と 0.7 0咤． VB.2

0. 7 2叩と 0,75叩． VCは94叩と 82叩と V

翌以外の総ての栄養素が前者即ち正常者群の摂

取輩が多い結果であった。

正常者群を 10 0とした場合の各栄養素乎均比

率は．異常者群が 93. 7％と栄養的に摂取アンバ

ランスである。これを昭和45年を目途とした日

本人栄養基準量に比較してみると図＇1.に示した如

< vc以外は基準量に達しておらず全般的に低い
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栄養状態であり．その中でも特に異常者群が低い値を示している。

図 1 正常血液比重者と比重1.05 2未潰の者の栄養および食品群別摂取量の関係 （女子）

ピクミン C

脂肪

d..=5痴で有意な相関関係
熱量 蛋白質

鉄 動物性食品

動物性食品＋大豆製品

ピクミンA

. 1.0 52以上

--------1,0 5 2未満

※ 円は基準量

植物性食品 動物岳鉗 iII 大製豆品及．豆び大氣豆B)！ (A + (B) 1 総 量， 9 9 ， 
1.0 5 2以上の者 1,426 2 0 9 9 7 3 0 6 1, 68 5 

1.0 5 2未満の者 1,298 1 8 8 9 6 2 8 4 1,486 

なお井川村の本調査は昭和41年6カ月間で秋

田県の献血車による比重月淀切遍咎~76.1% (.W\)
と秋暉謁高1メ適癖統し．孜躙碑衷対策血の函

嘩蝉ばものであり．塞帽釦；もとよ焼囲痰墳諸世

1 9 6 6年2月秋田県井川村調査

帯池へても偲含鞍肉即わるこ拉認め臼訳る

なお当地域の寄生虫卵検査の結果．鈎虫の寄生

による失血のための貧血は認められなかつた。

また昭和43年5月実施した秋田県湯沢市高松

の晨民の調査よりみると図2に示すように男で

図2 正常血液比重者と比重嬰tぶ昇 未満の者との栄養摂取量の関係

1 9 6 8年 5月秋田県湯沢市高松
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項 目 I＇ 相 関係数 項 目 相関係数 1

熱 量 +o. 3 s 5 * 米• 鉄 + 0.3 8 9 * * 

蛋白質 + 0.3 2 0 * ＊ ビクミン A +0.3 0 3 * * 

動 蛋 + 0.2 6 8 米 ビクミン B1 + 0. 2 4 8 米・ 採 5%
炭水化物 +0.2 9 8*  米 ビクミン C + 0.1 6 7 粕 0%
脂 肪 + 0.2 4 7 ＊ ビクミン均 i 

I 
+o.s 1 4 * * で有意

は．熱輩．1.05 5以上の者即ち正常者群の摂取量

は． 2,89 4 C a 1, 1. 0 5 5未満の者即ち異常

者群の摂取量は．2,03 8 Ca 1,蛋白質において

は85. 0'Iと 56. 9'I．動物性蛋白質では35. 4 

9と16;1 9．脂肪は31. 7 9と14,. 4 9．炭水

化物は 55 3.9'Iと 41 4,1 9. c aは61 6叩

と36 4町． Feは17.1叩と 10.6叩． VAで

はl.721IUと935IU,VB1は0.82呵

と 0.49叩． V恥1.17叩と 0.8 7叩． VCで

は10 1叩と 94,叩の摂取量であり．婦人の熱量

摂取羞では1.05 2以上の正常者群か 2,42 5 

Ca 1, 1.0 5 2未満の異常者群が2,030Cal i 
蛋白質では？ 5.1'lと 66. 1'l,動蛋では 28. 4 

9と26. 9'I,脂肪は28. 4'lと 23. 3'I,炭水

化物では4,6 1. 9 9と38 2. 3'l, C a 5 8 21lllj 

と48 1呵． Fel4.71llljと 11.8呼．ビクミン

如 Al.043IUと75 7 I U, V B 1 0. 6 9叩
と0.61叩． VBzl.00叩と 0.98叩． VCは

9 8叩と 86町であり．男女とも前者の正常者群

の摂取量が何れの栄養素とも異常者群より有意に

表1 全血比重と血液性状の関係および

多い結果により栄養のアンバランスが注目され、

これらが低血液比重および貧血の一因子と考え

られる。

以上両地区の調査から明らかに栄養摂取量が全

血比重と深い関係がみられ．ひいては他の血液性

状にも影響するものと考えられる。

またaあから熱効率の高い脂肪摂取の向上を図り
熱量を充足したうえで蛋白質の体内利用効率を高

めるとともに血色素の生成を促す鉄の吸収を高め

ることから．エネルギー代謝．蛋白代謝を促進さ

せる各ビクミンの摂取改善が必要であると考察さ

れる。

正常血液比重者と低血液比重者の勁物性食品

および植物性食品摂取口

食品群別摂取鵞を動物性食品と植物性食品とに

まとめ正常血液者群と低血液比重者群の摂取状況

をみると．秋田県井川村の場合は．植物性食品で

は（いわゆる主食はご飯の量で積算）図 1に示す

如く正常廊籾頃諸グループを 1 0 0とした場合は

異常者群が 91.0 %と少なく．特に緑，黄色野菜

正常血液比重者と比重嬰闘昇輝の者の食品群別摂取量

1 9 6 8年秋田県湯沢市高松調査

項 目 相 関 係 数

へモグロビン + 0.8 0 2 米米米

赤血球 数 + 0. 5 4 7 米・**

血清総蛋白 + 0.3 3 9 米 米-**  0.1，，， 

ヘマトクリット + 0.9 6 1 * *米 米 5 % 

コレステロール + 0. 0 7 2 で有意
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表 1
： 

品げ認，） 植物性食品 動物性(A食)品1 (A) +(B) 総 量， ， 9, 
1.0 5 5以上の者 2,3 1 5 

男
1.0 5 5未満の者 2,041 

1. 0 5 2以上の者 1, 9 7 8 

女 1.0 5 2未満の者 1,655 

6 4. 7 %と少ないのがカロチン摂取を少なくし．

VAとして基準量の約 1/2の96 8 ruと低値

を示 9している。動物性食品では90.0 %,大豆お

よび大豆製品．豆類99.0％前後合せて 92. 8% 

と少ないし．総量においても 90.8各と低摂取量

であり．これらが栄養摂取量と関連し．低血液比

重等晨村婦人の健康に影響されていると思われる。

秋田県湯沢市高松調査の湯合も表1に示す如く

ほぽ前述同様の結果が得られ．特に男の蛋白質給

源食品群の格差がみられる。北見らも全血比重と
4) 

動物性食品の摂取頻度との関係をあげているよう

に．蛋白質の摂取量とともに血液性状に深い関係

のあることが考察され．また動物性蛋白質の変動係ニ

数が高いことからもこれらの摂取格差の是正と..

熱量充足率の男が88%と消費熱量の出納が負で

あることと祉りつて労働と栄養摂取のアンバランス

も全血比重を支配する一要因と考えられる。

全血比豆と各栄贅素の相関関係

正常血液者プループと低血比重者プループとに

栄養摂取量および食品群別摂取量の差異が認めら

れているが．全血比重個人の栄養摂取量の相関に

ついては釘本らも鉄分摂取量と全血比重呵ntな関‘
7) 

係を報告し．その他全血比重を含めた貧血と栄養

摂取量の報告もかなりある。

秋田県井川村の調査結果で四熟量が相関係数

(r) + 0.3 9 2,蛋白質r=+0.3 1 2,鉄

r=+o. 2 8 3，動物性食品 r=+0.523,動

物性食品＋大豆製品r=+0.3 5 4と何れも 5%

2 2 1 8 8 3 0 9 2,536 
! 

9 1 8 1 l 7 2 2. 182 
！ 

1 7 7 1 4 2 . 8 1 9 2, 1 5 5 
i ！ 

1 8 4 1 3 1 3 1 5 1,839 
l ・, 

の危険率で全血比重と有意な相関(t検定たよる）

が認められており．ま元K田県湯沢市高松の調査で

も図 2の如く熱量r=+0.38 5，蛋白質r=+

0. 8 20．炭水化物r=+o.2 9 8,鉄r=+o.

3 8 9, V A r =+  0. 3 0 3, V B 2 r =+  0. 3 

1 4と5'1,の危険率で有意な相関がみられたこと

から．血液性状に蛋白質代謝が摂取熱量によつて

影響を受けること，，由臼濯全充」足す辺次凝棟09、

いては依然として炭水化物に依存していることが

うかがわれることや．蛋白質および鉄摂取量がヘ

モグロビン合成等血液性状に影響を与えることが

よく知られているように．両調査とも同傾向の結

果がみられた。しかしヘモグロピン合成を促進さ

せる鉄の吸収を高める VCの関係については両調

査とも相関が認められなかつたo

五全血比豆と血液性状の相関関係

全血比重の動向を支配する要因として栄養摂取

量がきわめて大きく影響されることから全血比重

の測定が他の血液性状の測定より比較的簡便なこ

とKより、栄養状態の判定にも有効であると考え．

充井らも全血比重測定により栄養状態の評価も

へモグロピン．赤血球数．血清総蛋白等と全血比

重測定との関連から可能であると報告しているこ

とから．全血比重と血液性状の関係を秋田県湯沢

市高松の調査で確認した。

即ち表 1に示す如く．ヘモグロピン濃度はr=

+0.8 0 2.赤血球数r=+・o.54 7,ヘマトク

リット r=+0.9 6 1と高度の相関係数により危

→" 
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険率（d-.)0. 1 %できわめて高い関係が認めサり 判定に用いられる栄養指数はBroca指数．乎田

紐血清総蛋白はr= ~ 0. 3 3 9-,:J.. :::l: 5佑で相関 氏肥痩係数の他諸家必伍案した栄養指数があるが

が成立し．全血比重測定により貧血等関連のあ 実際に得られた多種多様の職種の祉懺成人層男女

る血液性状の推定および栄養状態の関連指標に の多数例により身長．体重の関係を統計学的に検

有効と考えられる。 討し．ま泄厚生省公衆衛生局でも用いられている箕

農村婦人の体重増減率と全血比重 l『日本人成人の身慎別標準体重による体重増
栄養状態を客観的に推測するには諸種の方法 、算出法により秋田県西目村の農村婦人約900

がある。たとえば血液検査により各成分を測定 名の体重増減率を求め．それらの全血比重平均値
の成績をみると表2に示すように．るい痩より肥

する。しかし→段健康人の多数観察と肥満度の 満度が進むにつれて段階的に全血比重乎均値が高

表 2 農村婦人の体重増減率と全血比重

肥 満 度 ％ 人 員名
比 率伶 全血比重 (M.土o)

-19~-1 0 るい痩 I度 9 2 1 0. 2 1.0 4 9 4 士 o. 0 0 2 4 

9~+ 9 正常範囲 5 6 3 6 1. 7 1.0 5 0 4 士 o.o O 2 6 

+1 o ~+ 1 9 肥満 I度 1 4 5 1 6.0 1.0 5 0 7 士 0,0 0 2 9 

+20~+2 4l ，， ]I度.: 8 6 4. 0 1.0513 士 o. 0 0 3 2 

+25- II Ill度 7 8 8.1 1.0 5 2 1 士． 0.0 0 6 0 

1 9 6 8年西目村婦人健康調査より (90 9名）

表 3 晨村婦人の体重増減率と血圧の状況

1968年西目村婦人健康調査より (90 9名）

， 体重増減率 肥満度 区分
正常血圧 境界城高血圧 高 血 圧

，，， 人員 伶 人員 伶 人員 ，，， 祐

最大血圧 7 5 81.5 1 8 14.1 4 4.4! 
-1 9 --1 0 るい褒I度

最小血圧 83 90.2 5 5.4 4! 4.4 

最大 II 485 8 6.1 55 9.8 2 8 4.1 
9~+ 9 正常範囲

最小fl 510 90.5 36 7l 17 2.4 

最大 II 1 08 7 1.0 24l 16.6 18 12.4 
+10-+19 肥満 I度 ←―‘ 

最小 II llO 7 5.9 18 12.4 17 11.7 

最大 II 24 66.7 ， 25.0 8 8.3 
+20~+24 ’’ lI度 最小 n 27 7 5.0 5 13.9 4, 11.1 

m度．
転 9 40 54.8 1 7 2 3.3 1 6 2 1.9 

+25~ I ” 
... -----

最小 II 42 I 5 7,5 16 21.9 15 」-i l 20672 .. o 3 
乎 均

-最大" 7 2 7 i I 8 o.o l I 11 8 t ! 1 3.0 l j 6 4 
最小 11 j 7 7 2 8 4.9 I 80 I 8.8 j 5 7 . 

※正常血圧：最大 14 0 mmH''I．最小9OmmH~瑾§ 境界域高血圧： 14 0~1 6 0-H9. 

9 0~9 5己 9趙 高血圧： 16 Onャ 95mmH，以上の者
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くなる。ヘモグロビンの平均値も全く同様に
段階的に高い傾向を示している。全血比重と体重

の関係について匹ゃらも有意な梱を報告をし

ているところであ差が．体重増減率の正常範囲（

標準体重）の全血比重平均値をみると1.05 0 4 

士0.00 2 6と女の全血比重正常値の下限1.05 
2より 0.00 2も低い値が示されている6古遠抽．
基準であり女の正常値の下限である、1.05 2を求

めようとするならば肥満皿度即ち体重増減率＋

2 5'I,以上でなければならないことになり．ここ

に晨村婦人の全血比重正常範囲の疑問が生じてく

る。そこで体重増減率の求める方法が妥当である

かの険討が必要とされる。

棗村婦人の体立増減率と血圧の状況

肥満主力土私刈痩は体脂肪量によるものであるが．

脂肪量を測定するにはなかなか困難であるので．

即馳体重をもとに推論されるが．肥満q塘代謝異

常．高血圧．心筋障害を有するものは．しからざ

るものに比ぺ動脈破化が多く肥満が動脈硬化を促・

す一要因であると松木らが報告し．ま幻囲駆）もの

心血圧出現率が椅し』といわれていることから，

体重増減率と健康指標の一つとして血圧の状況を

前述同様秋田県西目村の晨村婦人の状況から，本

調査に用いた箕輪氏の体重増減率を検討してみた。

図 8 晨村婦人の体重増減率と血圧の状況
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図8に示すように正常血圧（最大血圧）の状況

をみるとるい痩I度では正常血圧者が81.5，，，を

占め．正衛範囲では86.1，，，・肥満 I度では 7LO 

，，，，同n度で66. 7創司m度 54.8'1,で最J訓臼：
みるとるい痩I度で9o.z，，，，正常範囲で 90. 5 
，，， 9 月喝I度で 75.9，，，．同Il度 75.0，，，．同m
度57,5，，，と最大血圧，最小血圧とも体重正常

範群に正常血圧者が最も多く，次いでるい痩I

度，肥渦 I度． Il度， m度と進むにつれて段階的
に正常血圧者が減少しており，逆に高血圧者（最

最大血圧•最小血圧）の出現率も正常範囲群に最

•も少な<,肥満群が高率を占め．ま池覧界城高血圧

（最大血圧•最小血圧）も同じ傾向にある。

以上の口から婦人の健康指標として体重増減

率が有効であり，従つて全血比重が高い程高皿圧

．者が多くなることから晨村婦人の全血比重基準の

再検討が必要であると考察されるとともに．全血

比重による栄養状態の評価および栄養指導の場合

全血比重 LO5 0未満の指導を重点的に行なわな

ければならないと考えられる。

ま と め

血液比重に関連する栄養摂取量および食品群別

摂取量．血液性状並びに体重増減率との関係と

全血比重値の検討を．秋田県井川村．湯沢市．西

目村で調査した結果次のとおりである。

1 正常血液比重者群と低血液比重者群の栄養

摂取量を比較する沼窃騰裟のほとんどが明ら

かに正常者群の摂取量が多い。

2 正常血液比重者群と低血液比重者群の食品

群別摂取量を比較すると．動物性食品．植物

性食品また大豆および大豆製品とも正常者群

に摂取量の多い傾向を示している。

3 全血比重と各栄養素の相関関係については

熱量．蛋白質．鉄および炭水化物．ピクミン

A．ビクミン B2がP< 0. 0 5で有意な相関
が認められた。

4 全血比重と血液性状の関係についてはヘモ

グロピン．赤血球数．ヘマトクリットはP<

0.0 0 1ときわめて高し相関関係が認められ．

ー203-

血清総蛍白も相関がみられた。

5 晨村婦人の体重増減率と全血比重の関係に

つ1.へては肥満度が進むにつれて比重平均値が

高く．婦人乎均値1.05 2は肥満皿度を示す．

また血圧の正常者は肥満度が高くなる程少な

＜．体重正常範囲の者に正常血圧者が最も多

いことから晨村婦人の血液比重正常値の検討

が必要と考えられる。
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